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【単元のねらい】

冬の動植物の成長や活動の様子を、秋と比較しながら調べる活動を通して、気温の変化

と関係付けて考えることができるようにする。また、動植物はそれぞれに適した姿や場所

で、春に向けた準備をしながら命をつないでいることを理解させる。

【番組の利用にあたって】

本利用案においては、子どもたちに冬の動植物の様子への興味・関心を高めるとともに、

秋の動植物の成長や活動と比較するための視点を明確にするために、単元導入部分での視

聴を設定した。また、春に向けて様々な動植物が準備をしながら命をつないでいることを

確認させるため、終末部分での視聴も設定した。
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第 １ ○冬の動物や植物たちの様子につ ◇秋に観察した動植物の様子と比較しな
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次 ・葉がすっかりなくなった木もあ 発表させていく。

るね。 ◇秋に観察した時の活動を想起させなが

冬 ・観察できる動物は、秋より数が ら、観察の視点を明確にしていく。
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よ ・ ○冬の森や校庭に出かけ、植物や ◇必要に応じて、下のクリップで観察し

う ３ 動物たちの様子を観察し、ワー たことを確かめさせる。

クシートに記録する。 ■冬のぞう木林の生きもの

・虫たちはどこに行ったのかな？ ■冬のモンシロチョウ

・葉もすっかりなくなった木もあ ■冬のドングリ

るね。 ■サクラの冬め

・木から芽が出ている。 ■春から冬のサクラ

○観察した結果を確認し、秋と比 ◇子どもたちが観察した事実をもとに、

べて何がどのように変化したか 秋に比べて「動植物の数はさらに減っ

をまとめる。 たこと」「動植物は姿を変えて春に向

・虫はかくれていたからなかなか けた準備をしていること」に集約でき

見つからなかった。 るようにする。

冬になって、秋と比べると植物や動物たちの種類や数はもっと少なくな

った。しかし、姿を変えて春に向けた様々な準備をしている。

※ 続きは「生き物の１年」の利用案へ


